
生乳生産量

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」

（農林水産省、目標令和12年度）

⑴乳用雌牛の能力に関する表型値目標数値（ホルスタイン種全国平均）
乳　　量 乳 成 分

乳脂肪 無脂乳固形分 乳蛋白質

現　　在 8 , 636 ㎏
（9 , 776 ㎏）
9, 000～9,500㎏

（10,000～10,500㎏）

3 . 90％ 8 . 76％ 3 . 28％

目　　標 現在の乳成分率を
引き続き維持

注１：「乳量」の上段は、全国の経産牛１頭当たりの年間平均乳量に基づく数値である。

（農林水産省、目標令和７年度）
654321

乳量を維持し
つつ、生産性
の高い草地へ
の集約放牧に
より、ゆとり
を確保した家
族経営

搾乳ロボット等
により省力化し
つつ、収益力の
向上を図り夫婦
２人で可能な範
囲で規模拡大を
図る家族経営

飼料生産・調整
や飼養管理の分
業化・機械化等
による省力化・
効率化を通じ、
規模拡大を図る
大規模法人経営

コントラクターの
活用等により省力
化しつつ、つなぎ
飼いの労働生産性
の向上を図り、持
続化・安定化を実
現する家族経営

搾乳ロボット等により省力
化しつつ規模拡大を図ると
ともに、性判別技術や受精
卵移植技術を活用した効率
的な乳用後継牛確保と和子
牛生産を行い、収益性の向
上を図る家族経営

耕畜連携によ
り経営の持続
性を確保する
大規模法人経
営

チーズ等の
製造・販売
により収入
を増加

チーズの製
造・販売に
より収入を
増加

【土地条件】 牧草地主体 チーズ販売数量
5.1㌧

畑主体 畑主体 畑又は水田 畑又は水田 畑又は水田 チーズ販売量
8.3㌧【経営形態】 家族 家族 法人 家族 家族 法人

―― 地域担い手の確保を図るた
めの経営資源継承の取組

労働負担軽減等に資する外
部支援組織の活用

肉用牛増頭と乳用後継牛確
保を図るための地域連携

地域連携で期待される効果 ―― 新規就農者の雇用・育成 外部支援組織の活用による労
働負担の軽減、収益の向上

性判別精液、和牛受精卵の活
用による副産物収入の確保

【飼養形態】 経産牛80頭 経産牛100頭 経産牛500頭 経産牛40頭 経産牛100頭 経産牛200頭
飼養方法 つなぎ フリーストール フリーストール つなぎ フリーストール フリーストール

新技術の実装 搾乳ユニット自動搬送装置
ICT等を活用した草
地管理技術

自動給餌機搾乳ロボット
発情発見システム
分娩監視装置
性判別技術・受精卵移植

ほ乳ロボット
自動給餌機
発情発見システム

自走式配餌車
分娩監視装置
搾乳ユニット自動搬送装置

自動給餌機搾乳ロボット
性判別技術・受精卵移植

自動給餌機

ほ乳ロボット

外部化 酪農ヘルパー 育成牛預託施設
TMRセンター
酪農ヘルパー

コントラクター 育成牛預託施設
コントラクター
酪農ヘルパー

育成牛預託施設
TMRセンター
酪農ヘルパー
キャトルステーション

育成牛預託施設
コントラクター

給与方式 分離給与 TMR給与 分離給与 分離給与 TMR給与 分離給与

【牛】
経産牛1頭当たり乳量 8,100㎏ 8,900㎏ 9,200㎏ 8,900㎏ 9,200㎏ 9,400㎏

7.37.37.30.40.42.4次産新更
【飼料】

作付体系及び単収

作付面積（延べ面積）
※放牧利用含む

混播牧草 混播牧草

青刈りとうもろこし

混播牧草

青刈りとうもろこし

混播牧草

青刈りとうもろこし

イタリアンライグラス

青刈りとうもろこし

青刈りとうもろこし

SCW稲―――料飼産国入購 稲WCS・飼料用米 稲WCS
70% 70% 70% 50% 55% 50%

粗飼料給与率 70% 70% 70% 50% 50% 50%
経営内堆肥利用割合 10割 10割 10割 5割 5割 5割

【人】

働
労 総労働時間

（主たる従事者
の労働時間）

5,450時間 4,200時間 3,420時間 14,480時間 4,050時間 3,600時間 16,960時間 5,400時間

雇用者 常勤雇用1人 常勤雇用1人
臨時雇用1人

常勤雇用3人
臨時雇用1人 ― ― 常勤雇用5人

臨時雇用1人 常勤雇用2人

営
経 粗収入 6,880万円 2,400万円 9,330万円 46,470万円 4,600万円 11,520万円 22,810万円 3,600万円

経営費 5,270万円 2,000万円 7,510万円 42,690万円 3,540万円 8,820万円 19,940万円 3,180万円

農業所得 1,610万円 400万円 1,820万円 4,050万円 1,060万円 2,710万円 2,870万円 420万円
主たる従事者
1人当たり所得 810万円 400万円 910万円 1,010万円 530万円 1,350万円 960万円 420万円

生産性
68時間 34時間 29時間 101時間 36時間 85時間

生乳1㎏当たり費用合計 82円 84円 93円 99円 96円
（79％）

106円

⑵乳用雌牛の能力に関する育種価目標数値（ホルスタイン種全国平均）
乳　　量

乳 成 分
乳 　 脂 　 肪 無脂乳固形分 乳 蛋 白 質

現　　在 ＋58 . 6 ㎏／年 ＋2 . 4 ㎏／年 ＋5 . 1 ㎏／年 ＋2 . 0 ㎏／年

目　　標 現在の改良量を引き続き維持

注：目標は、令和元年度時点の評価方法に基づく乳量及び乳成分の遺伝的能力の向上を示すものであり、令和12年度までの10
年間の改良量の年当たり平均量である。
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搾乳・飼養管理等に
関する作業時間（経産
牛 1 頭当たり）（現状
平均規模との比較）

5．生乳生産量（全国・北海道・都府県）

実数 前年比
うち北海道

実数 前年比
うち都府県

実数 前年比

平成13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

令和２
令和３
令和４
令和５
令和６

令和６年１月
２月
３月
４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月

令和７年１月
２月
３月

8, 300, 488 
8, 385, 280 
8, 400, 073 
8, 328, 951 
8, 285, 215 
8, 137, 512 
8, 007, 417 
7, 982, 030 
7, 910, 413 
7, 720, 456 
7, 474, 309 
7, 630, 418 
7, 508, 261 
7, 334, 264 
7, 379, 234 
7, 393, 717 
7, 276, 523 
7, 289, 227 
7, 313, 530 
7, 438, 218 
7, 592, 061 
7, 617, 473 
7, 298, 933 
7, 357, 451 

620, 575 
594, 058 
646, 202 
635, 017 
655, 623 
616, 339 
606, 475 
591, 976 
579, 317 
606, 148 
589, 049 
616, 250 
632, 176 
583, 333 
661, 411 

97. 7 
101. 1 
100. 2 
99. 2 
99. 5 
98. 2 
98. 4 
99. 7 
99. 1 
97. 6 
96. 8 

102. 1 
98. 4 
97. 7 

100. 6 
100. 2 
98. 4 

100. 2 
100. 3 
101. 7 
102. 1 
100. 3 
95. 8 

100. 8 
99. 4 

104. 1 
100. 8 
101. 1 
101. 0 
99. 5 
98. 3 

100. 3 
101. 0 
101. 4 
101. 8 
101. 2 
101. 9 
98. 2 

102. 3 

トン ％
3, 640, 734 
3, 775, 960 
3, 849, 338 
3, 837, 062 
3, 861, 171 
3, 799, 121 
3, 794, 892 
3, 905, 285 
3, 933, 712 
3, 901, 651 
3, 876, 030 
3, 935, 224 
3, 882, 542 
3, 810, 742 
3, 881, 200 
3, 934, 183 
3, 892, 895 
3, 965, 193 
4, 048, 197 
4, 153, 714 
4, 265, 600 
4, 309, 275 
4, 146, 981 
4, 233, 050 

351, 671 
335, 472 
363, 000 
355, 575 
371, 186 
352, 158 
355, 643 
352, 142 
344, 128 
354, 086 
341, 015 
356, 974 
365, 489 
336, 531 
379, 164 

99. 8 
103, 7
101. 9 
99. 7 

100. 6 
98. 4 
99. 9 

102. 9 
100. 7 
99. 2 
99. 3 

101. 5 
98. 7 
98. 2 

101. 8 
101. 4 
99. 0 

101. 9 
102. 1 
102. 6 
102. 7 
101. 0 
96. 2 

102. 1 
100. 6 
105. 5 
102. 3 
101. 9 
101. 3 
98. 9 
99. 1 

102. 7 
103. 5 
103. 4 
103. 3 
103. 0 
103. 9 
100. 3 
104. 5 

トン ％
4, 659, 754 
4, 609, 320 
4, 550, 735 
4, 491, 889 
4, 424, 044 
4, 338, 391 
4, 212, 525 
4, 076, 745 
3, 976, 701 
3, 818, 805 
3, 598, 279 
3, 695, 194 
3, 625, 719 
3, 523, 522 
3, 498, 034 
3, 459, 534 
3, 383, 628 
3, 324, 034 
3, 265, 333 
3, 284, 504 
3, 326, 461 
3, 308, 198 
3, 151, 952 
3, 124, 401 

268, 904 
258, 586 
283, 454 
279, 612 
284, 437 
264, 181 
250, 832 
239, 834 
235, 189 
252, 062 
248, 034 
259, 276 
266, 687 
246, 802 
282, 247 

96. 1 
98. 9 
97. 9 
98. 7 
98. 5 
98. 1 
97. 1 
96. 8 
97. 5 
96. 0 
94. 2 

102. 7 
98. 1 
97. 2 
99. 3 
98. 9 
97. 8 
98. 2 
98. 2 

100. 6 
101. 3 
99. 4 
95. 3 
99. 1 
97. 8 

102. 4 
99. 1 

100. 1 
100. 6 
100. 3 
97. 2 
97. 0 
97. 6 
98. 7 
99. 7 
98. 8 
99. 2 
95. 4 
99. 6 

トン ％

6．乳用牛改良目標（農林水産省「家畜改良増殖目標」令和７年４月）
　⑴乳用雌牛の能力に関する表型値目標数値（ホルスタイン種全国平均）

乳　量 乳成分
乳脂肪 無脂乳固形分 乳蛋白質

現　　在 8,809kg
（9,956kg） 3.98％ 8.79％ 3.33％

目　　標
（令和 17 年度）

9,500 ～ 10,000kg
（10,500 ～ 11,000kg）

現在の乳成分率を
引き続き維持

　注：�乳量及び乳成分は令和５年度の数値。乳量の下段の () 内は、令和５年度の牛群検定参加農家の平均値（搾乳牛１頭当たり 305 日、
２回搾乳及び自動搾乳の場合）に基づく数値。

　⑵乳用雌牛の能力に関する育種価目標数値（ホルスタイン種全国平均）

乳　量 乳成分
乳脂肪 無脂乳固形分 乳蛋白質

現　　在 ＋ 62.2kg ／年 ＋ 3.4kg ／年 ＋ 6.4kg ／年 ＋ 2.8kg ／年
目　　標

（令和 17 年度） 現在の改良量を引き続き維持

　注：�目標は、令和５年度時点の評価方法に基づく乳量及び乳成分の遺伝的能力の向上を示すものであり、令和 17 年度までの 10 年間
の改良量の年当たり平均量である。

7．酪農経営指標（農林水産省「酪農及び肉用牛生産の近代化を図るための基本方針」令和７年４月）
1 2 3 4 5

【経営類型の特徴】 搾乳ロボット等の省力
化技術や発情発見・分
娩監視装置等のスマー
ト農業技術の導入、 
TMR センターの活用
により、労働時間の削
減と高い個体乳量を両
立して所得を確保する
家族経営

飼料生産組織を活用し
て国産飼料を確保し、
自動給餌機等の省力化
技術や発情発見・分娩
監視装置等のスマート
農業技術により労働時
間を削減しつつ安定し
た所得を確保する法人
経営

集約放牧により労働時
間や生産コストを削減
して所得を安定的に確
保する家族経営

飼料生産組織の活用に
より国産飼料を確保
し、家族労働力を中心
に経営資源に見合った
頭数規模で安定した所
得を確保する家族経営

飼料生産組織の活用や
耕畜連携により国産飼
料を確保し、搾乳ロ
ボット等の省力化技術
や発情発見・分娩監視
装置等のスマート農業
技術により労働時間を
削減し、少ない農業従
事者数で安定した所得
を確保する法人経営

【立地条件】 土地条件の制約が小さい地域（主として北海道） 土地条件の制約が大きい地域（主として都府県）
【土地条件】 畑主体 畑主体 牧草地主体 畑又は水田 畑主体
【経営形態】 家族 法人 家族 家族 法人
【飼養形態】 経産牛  130 頭 経産牛  250 頭 経産牛  70 頭 経産牛  45 頭 経産牛  130 頭
飼養方式 フリーストール

（搾乳ロボット）
フリーストール

（ミルキングパーラー）
放牧、つなぎ飼い

（パイプラインミルカー）
つなぎ飼い

（パイプラインミルカー）
フリーストール
（搾乳ロボット）

スマート農業技術 搾乳ロボット、自動給
餌機、餌寄機、哺乳ロ
ボット、発情発見・分
娩監視装置

自動給餌機、餌寄機、
哺乳ロボット、発情発
見・分娩監視装置

ミルカー自動離脱装置 ミルカー自動離脱装置 搾乳ロボット、自動給
餌機、餌寄機、哺乳ロ
ボット、発情発見・分
娩監視装置

外部化 TMRセンター コントラクター ― コントラクター コントラクター
給与方式 TMR給与 分離給与 分離給与 分離給与 分離給与
放牧利用（放牧
地面積） ― ― 放牧（35ha） ― ―

【牛】
経産牛１頭当た
り乳量 10,500kg 9,700kg 8,300kg 9,500kg 10,000kg

更新産次 4.0 4.0 4.2 3.7 3.7
【飼料】

作付体系及び単収 【TMRセンター】
混播牧草

（4,000kg/10a）
青刈りとうもろこし
（5,500kg/10a）

【コントラクター】
混播牧草

（4,000kg/10a）
青刈りとうもろこし
（5,500kg/10a）

混播牧草
（4,000kg/10a）
青刈りとうもろこし
（5,000kg/10a）

【コントラクター】
イタリアンライグラス
（4,000kg/10a）
青刈りとうもろこし
（5,500kg/10a）
稲WCS

（2,700kg/10a）

【コントラクター】
混播牧草

（4,000kg/10a）

作付面積（延べ
面積）
※放牧利用を含む

106ha（106ha） 194ha（194ha） 61ha（61ha） 21ha（24ha） 51ha（51ha）

購入国産飼料 ― ― ― ― 青刈りとうもろこし
飼料自給率（国
産飼料） 70% 70% 70% 50% 50%

粗飼料給与率 70% 70% 70% 60% 60%
【人】

労
働
総労働時間
（主たる従事者
の労働時間）

5,070 時間
（1,800 時間×２人）

16,500 時間
（2,000 時間×４人）

6,090 時間
（1,800 時間×２人）

4,010 時間
（1,900 時間×２人）

6,110 時間
（1,800 時間×２人）

雇用者 臨時雇用 ２人＋臨時雇用 １人＋臨時雇用 臨時雇用 1人 +臨時雇用

経
営
粗収入 17,680 万円 31,460 万円 7,380 万円 6,210 万円 18,900 万円
経営費
（うち雇用労賃）

14,820 万円
（270 万円）

24,660 万円
（1,940 万円）

5,130 万円
（490 万円）

4,580 万円
（40 万円）

16,470 万円
（490 万円）

農業所得 2,860 万円 6,790 万円 2,250 万円 1,630 万円 2,440 万円
主たる従事者１
人当たり所得 1,430 万円 1,700 万円 1,130 万円 820 万円 1,220 万円

生産性 搾乳・飼養管理等
に関する作業時間
（経産牛１頭当
たり）

39 時間 66 時間 87 時間 89 時間 47 時間

生 乳 １kg 当
たり費用合計 104.1 円 97.9 円 87.3 円 102.7 円 122.3 円
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